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1. はじめに

水路部は，従来から火山噴火予知計画に基づいて，

航空機による海底火山及び火山島の定期的な巡回監

視や火山の活動度，噴火様式を知るために測量船に

よる火山活動の基礎資料の収集，整備を行っている．

しかし，活動的なあるいは活動的と思われる海底火

山の火口付近海域の調査は，危険が伴うため測量船

での調査は実施できない現状にある．このため，科

学技術振興調整費により開発した自航式ブイ「マン

ボウ」を使用して，海底活火山の海底地形調査を実

施している．

本報告では， 1994年（平成6年）6月に測量船「昭

洋 (1990総トン）」及び自航式ブイにより実施した福

神海山の海底地形調査の結果について紹介する．

2.火山の概観及び活動歴

福神海山は東京から南に約l,550km，南方諸島の我

国最南端，南硫黄島から約340kmの北緯21°56＇，東経

143。28’付近に位置する比高約2,800～3,000mの海

底火山である（第 1図）．頂部の最浅所は水深 3mで

あり，これは1974年に漁船から報告されている値で

ある．

火山活動としては， 1951年に初めて報告された以

来， 1982年までたびたび海水変色等が確認されてい

る（佐藤ほか， 1983）.同海山で知られている最も活

発な活動は， 1973年と1976年のもので，海面の盛り

上がり， j農変色海域，泡立ち，軽石流等が認められ

た（小坂， 1991).1983年以降は，現在まで、変色水等
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第 l図調査位置図

の火山活動を示すような諸現象は認められていな

し、

3.調査の概要

調査は東西約 3海里四方の海域を「マンボウ」に

よる測深区域とし，その外側約2海里を「昭洋」に

よる測深区域とした．測深には，「昭洋」の精密深海

用音響測深機及び「マンボウ」の精密音響測深機を
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第2図航跡図

使用した．主測線は東西方向に0.25海里間隔に設定

し測深を実施した．しかし，「マンボウ」のジャイロ

が不調であったため，自動操船が不能となり，ジョ

イスチックによる手動操船により調査を実施した．

そのため，十分なデータ取得ができなかった（第 2

図）．

また，調lj位については，「昭洋」は複合測位装置，

「マンボウ」は GPSで、千子った．

4.調査結果

前述のとおり，必ずしも十分で、ないデータを基に

して海底地形図を作成した（第 3図）．点線の等深線

部分は，未測深区域である．

これによると，福神海山の山体は，きれいな円安ft

形の形状をしている．山頂部の最浅水深は43m (21。

56.0’N, 143°27. 8'E）であり，近年における大規模変

色水の湧出等の活発な火山活動は，ここで行われた

と考えられる．

山体の勾配は，水深l,500m付近で約10。，800m付

近では北東～南にかけて約13°，西～北にかけて約

21。となっており，山頂から北西方向の勾配が大きく

なっている．これは，山頂から北西方向に尾根状に

仰びている水深約300mの平坦地に起因している．山

頂から北西約 1海里には，平坦地からの比高約150

m，最浅水深150mの高まりがみられた．

北西方向の勾配が他方向に比べて極めて大きいこ

とから，北西方向の高まりは，山体形成後にできた

と考えられる．

平坦地の東側には，東～北東方向に，西側には南

西～西方向にそれぞれ谷地形がみられた．
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第3図海底地形図

5. おわりに

海底火山の精密な地形調査を行うには，高度な観

測機器を有する調査船を使用する必要があるが，活

動的な海底火山の場合，火口周辺海域での調査船に

よる調査は危険が伴うことから，自航式ブイを用い

ることは非常に有効である．また，南方諸島の活動

的な海底火山については，海底地形図が整備されて

いないものも多〈，順次調査を実施して行くことを

検討している．

「マンボウ」については製作されて10年を過ぎょ

っとしていることから，浮体，搭載機器の劣化ある

いは老朽化が著しい．しかし， 1995年（平成 7年度）

補正予算において，「昭洋」の代替が認められ，併せ

て特殊搭載艇として新「マンボウ」の予算も認めら

れた．新「昭洋」が稼動を始める1998年（平成10年

度）からは，搭載される最新機器及び新「マンボウ」

を十分活用して，今以上に精密な調査を実施してい

くこととしている．

最後に，この調査を実施した測量船「昭洋」船長

以下乗組員の方々には大変お世話になった．これら

の方々には深〈感謝したい．
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